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内容の要旨 
 
１、本研究の問題意識と目的 
およそ半世紀以上にもわたる川端康成の文学的営為の終わりに位置づけられる、生前発
表最後の作品「隅田川」（昭４６）における一節、「双生児の娘がいくらそつくりだとして
も、二人ともにまじはりまで重ねてみれば、どこかに微妙なちがひはありませう。たしか
にあつたはずと、後からは思つてみるやうになりました。／それを私も須山もが、二人の
娘のどちらがどちらともわからなくなつてゐた、二人で一人、一人で二人のやうであつた
のは、虚構の逸楽、堕落の麻痺によることでありましたでせう（傍線引用者、以下同）」と
いう、作中の〈双子の娼婦〉によって形象化された〈二人で一人〉、〈一人で二人〉という
ありよう、別言すれば、統合と分裂を同時に内在させたかのような特異なモティーフは、
その二重性という観点から、「川端文学における対位法的構図あるいはフーガ的手法」（東
郷克美「魔界の彼方へー「二人で一人、一人で二人」の幻ー」、『国文学 解釈と教材の研
究』昭６２・１２）、「〈構成〉という手法の域を超えた根本的なモティーフ」（濱川勝彦「私
の中の私ー川端康成的二重身」、『国文学 解釈と教材の研究』平１３・３）などというよ
うに、川端文学に流れる通奏低音として、これまでも度々論究がなされてきた。同時に、
そのような統合／分裂を胚胎する二元的なモティーフは、たとえば代表作「雪国」におけ
る駒子と葉子、「古都」における千重子と苗子、あるいは「千羽鶴」における太田夫人とそ
の娘である文子の関係性の中に時に見出され、多くの論考が重ねられてきたことは贅言を
要さない。 
 だが一方で、このような徴標は、決して作中の女性表象のみにはとらわれない多様な様
態を示しながら、川端文学の最初期から晩年に至るまで広く見出しうることが指摘できる
とともに、その内実の変容を系譜的に考察した論考はこれまでなされてこなかったと言え
る。さらに、個々の作品において如上のモティーフがどのように機能し、またいかなる効
果をもたらしているのか、という観点に立った分析を主眼とした上で、川端の初期から後
期に至る作風の変遷の中にそれを位置づけることは、川端文学の新たな様相を多層的に浮
かび上がらせるとともに、その創作手法の一端を照射することに延いては繋がるであろう。 
 本研究は、川端文学を横断的に捉える試みの一つとして、統合／分裂のモティーフとい
うフレームを用い、それぞれの作品解釈に及ぼす効果を明らかにすることで、その揺らめ
きを基調とする、特異な美意識に彩られた世界のメカニズムに迫ることを目的とするもの
である。さらに、代表的な作品を扱うことと並行して、これまでの先行研究では考察の主
たる対象とはならなかった作品群、たとえば〈少女小説〉と隣接する位置に置かれた、昭
和十年代の〈少女〉をめぐる作品や、戦後のエポックな長篇の狭間に取り残された短篇に
光を当てることで、そうしたモティーフの色濃い反映が代表的な長篇を逆照射していく様
態を検討することを試みた。 
 
２、本研究の構成ならびに各章の要約 
序章 
序章では、川端の文学的営為を概観した後、川端文学を広く見据える視座をもつ、これ
までの代表的な先行研究を辿っていった。さらに前述したように、本研究の目的ともかか
わる、東郷克美の「川端康成は、双生児あるいは双生児に準ずるような姉妹や母娘など相
似の二人一組の女を好んで書く」という言辞、あるいは濱川勝彦の「川端康成作品におけ
るドッペルゲンガー的要素」についての論考などをもとに、こうした統合／分裂を胚胎す
るモティーフが、あくまで作中の女性によって表象されていると捉えられている点におい
て一定の限界性を抱え込んでしまっていることを指摘した上で、そうしたモティーフには、
長篇「みづうみ」における「あんな時には、一つのものが二つに見えることもないではあ
るまい」という一節に見いだされる視覚性の混乱など、多様な様態が看取されることを述
べた。同時にこのようなモティーフのヴァリアント、そしてその内実の変容を系譜的に考
察したものが本論文であるという見取り図を示した。 
  
第Ⅰ部「初期作品の研究」は、「雪国」執筆以前までの初期作品を中心に、川端文学にお
ける統合／分裂のモティーフの生成過程とその実践を論じた構成となっている。以下に各
章を要約する。 
 
第一章 「招魂祭一景」―「十六歳の日記」「ちよ」との関連を視座に― 
 第一章では、川端自身によって〈処女作〉の規定がなされている「招魂祭一景」（『新思
潮』大１０・４）を、長谷川泉の「三つの処女作は「ちよ」「招魂祭一景」「十六歳の日記」
である。これは発表順であって、執筆順にすれば「十六歳の日記」「ちよ」「招魂祭一景」
の順になる」（「「招魂祭一景」の新感覚」、『川端文学の機構』教育出版センター、昭５９・
５）という言辞に見られる、〈三つの処女作〉という枠組みから、他の二作である「ちよ」
（『校友会雑誌』大８・６）ならびに「十六歳の日記」（『文芸春秋』大１４・８、９）との
共振性を探った。「十六歳の日記」における、病に伏した祖父の内側から死が立ち籠めてく
る気配、「ちよ」において、語り手〈私〉を取り巻く霊たちが、徐々に〈私〉を自殺寸前の
強迫的心理にまで追い込んでゆく事態、そして「招魂祭一景」における、〈男のおもちや〉
になることにより、主人公お光の生の基盤が切り崩されていくありようからは、生の内部
に死が生成される過程をそれぞれ別様に抽出することができる。その上で、「招魂祭一景」
における〈招魂祭〉が、その淵源を〈陰陽道〉の祭祀にもつことを確認したのち、易学者
でもあり、「構宅安危論」という家相学の本を著した祖父三八郎からの、川端の〈陰陽道〉
受容の可能性を指摘し、あたかも「太極図」のそれのように、統合／分裂を内在した〈陰
陽〉的とも言うべきモティーフ、敢えて便宜的に名付けるならば、いわゆる本研究の要と
なる〈陰陽モティーフ〉の源流の一つにその受容からの影響を位置づけた。また、〈招魂祭〉
が抜け出た生者の魂を呼び戻すことを目的とした〈陰陽道の祭祀〉であることに着目し、
作中に点綴される、お光の体調不良の様態から彼女の妊娠の可能性を見取り、その〈再生〉
を象るものとして解釈した。 
 さらに、本章で述べた〈三つの処女作〉に通奏低音として組み込まれていた、生の内部
に死が生成される過程というモティーフは、生と死という二元的対置が、それぞれの位相
で渾然一体となりながら、その人を形作っていくという〈陰陽〉的とも言えるありようを
象っており、それがまるで〈二人で一人〉のようでもあり、〈一人で二人〉でもあるという
点では、そうした〈陰陽モティーフ〉は、後の川端文学の方向性を、あくまで限定的にで
はあるが暗示しているようにも考えられ、その変遷を視野に入れた上での更なる考察の必
要性が、以上の点からも指摘できよう。 
 
第二章 「死体紹介人」―越境する死体 
 第二章では「死体紹介人」（『文芸春秋』昭４・４、『近代生活』昭４・６、『祖国』昭４・
８、『作品』昭５・８に分載）における阿部知二の評、「川端氏の「死体紹介人」は今月創
作壇中の白眉であらう。一つの世界を持つ作家の尊さ、といふものは時代を通じ不変のも
のだ。堪えがたき程の憂鬱の中に、ほのかにひらめくヒユマニズムやリリシズムの燐光の
匂ひを――愛してゐるものは、きつと、人々が想像してゐるよりも多いにちがひない」（「四
月号雑誌の創作及評論について」、『文芸都市』昭４・５）という言述を一つの視座に、作
中の「box and cox――同ジ家ニ住ミナガラ互ヒニ顔ヲ知ラヌ人」という象徴的な語に〈陰
陽モティーフ〉の現出を指摘した上で、朝木新八という男の話を語り手〈私〉が聞く、と
いう作品の構造を分析することを通じて、新八が一方的に独白のような身振りで語るかの
ように見えるこれらの話は、実際は〈私〉との共同作業によって成立しており、〈私〉が一
貫して新八の話の内容に生理的嫌悪感をあらわにし、蔑視するような態度を表明すること
で、新八の口ぶりは激しさを増し、話の内容はさらに酸鼻を極める展開となる図式が反復
されていることを示し、また彼の〈死体紹介人〉としての露悪的な語りの奥に潜む〈ヒュ
ーマニスト〉としての側面を炙り出した。さらに、〈Box and Cox〉としての〈私〉と新八
の、それぞれ別個の形での〈死体紹介人〉としてのありようを軸に、死者を貨幣に変えて
無限に生者の世界へ流通させてゆく新八の〈貧民救済システム〉、言うなれば死者を生者の
側から支配しようとする、彼の物語に潜む破綻の兆しを、〈私〉という語り手が暴いてゆく
特徴を本作がもつことを指摘した。 
 
第三章 「禽獣」―消滅する境界 
 第三章では、初期川端文学を代表する「禽獣」（『改造』昭８・７）を分析の俎上に載せ
た。作品冒頭に不意に示される、〈陰陽〉思想と関係の深い「太宰春台」という江戸時代の
儒学者に着目することで、そうした原理、いわゆる〈陰陽モティーフ〉が作品の構造を支
えていることを、作中における〈禽〉と〈獣〉、それぞれの死と生の諸相を分析しながら考
察していくものとなっている。その上で、「動物の生命や生態をおもちやにして、一つの理
想の鋳型を目標と定め、人工的に、畸形的に育て」ることに「神のやうな爽やかさ」を感
じるという主人公〈彼〉が、〈禽獣〉の生死を左右する存在、つまりは〈神〉として君臨す
る〈完結された世界〉の内実を検証した。さらに、「殺す気も死ぬ気もなかつた」〈彼〉が、
〈禽獣〉との〈完結された世界〉で恒常的に感じている万能感を人間（千花子）に敷衍さ
せた心中未遂によって、冒頭部の「重罪人を運ぶための唐丸籠」に象徴されるような、時
を経て醸成された《疚しさ》の想念に導かれていくさまを指摘し、〈彼〉の〈完結された世
界〉が瓦解してゆく過程、そしてオルタナティブな生の在り方を希求する姿を示した。 
  
第Ⅱ部「〈少女〉をめぐる作品の研究」は、これまで他の時代に比して相対的に研究があ
まり進められてこなかった昭和十年代の〈少女〉を軸とした作品を、時代とのかかわりを
視野に入れ、〈陰陽モティーフ〉の変遷とともに考察したものである。以下に各章を要約す
る。 
 
第一章 「むすめごころ」―ある結婚の風景 
 第一章では、「むすめごころ」（『雄弁』昭１１・８）における、「或る日のこと、武さん
に向つて、ふとおじぎをしてゐる最中に、びつくりするほどありありと、あなたの姿が心
に浮んだ。と言ふよりも、まるで私があなたになつてしまつたみたいだ。顔も、体も、す
べてあなたの素振りをしてゐる、その私のなかに、あなたの心まで芽生えたのだつた」、「あ
なたと会つてゐて、もうこれまでに幾度感じたかしれない、あなたの魅力が、また新しい
驚きのやうに、私をとらへると、その時まざまざと思ひ出されるのが、武さんのこと。今
度は私が武さんになつたみたいだ」という〈私〉（＝主人公咲子）と〈あなた〉（武・静子）
を同一のものとして捉えようとする語りの中に、〈陰陽モティーフ〉の更なる展開を指摘す
るとともに、同化を目論むと同時に、相手との間に非対称的な関係を現出させ、いわばコ
ントロールしていくような立ち位置を獲得してゆく咲子の語りを検証した。さらに、本作
が「私の遠縁の娘、静子が時田武と結婚した。静子が自分で選んだ相手であつた。結婚後
間もなく、静子は私の家へ来て、長い手紙のやうなものを見せてくれた。親友の咲子が書
いたものだといふ。私はこの手紙によつて、静子の結婚のいきさつを知ることが出来た。
また、今の世にも尚変らぬ若い娘心の不思議を知ることが出来た。（中略）この手紙は私が
預ることになつた。静子達の家に置かない方が、夫婦の平和によいと思はれたからである。
そのわけは、手紙を読んで貰へば自然に分るだらう」と作品冒頭にあるように、咲子の静
子に宛てた手紙を、静子の親戚である〈私〉なる人物が読み手に向けて開陳する、という
作品構造がもつところの語りの意味を考察した。その上で、「むすめごころ」は、〈血のつ
ながり〉に根差した家制度を象徴する〈私〉の語りと、それに抗う〈少女〉の語りを輻輳
させ、両者の角逐を多層的に描くことで、固定化された価値基準を流動化／相対化する契
機を生み出している作品であることを示した。 
 
第二章 「夕映え少女」―その成立背景を視座に 
 第二章では、「夕映少女」（『３３３』昭１１・１２）を稿者が日本近代文学館で発見した
川端直筆と見られる創作メモを一つの手がかりとして、その成立背景を探るとともに、多
角的な観点から本作の検討を行ったものである。まずは作中における登場人物たちの視線
の描かれ方に注目することで、そのヘゲモニー性を析出するとともに、男性たちが後景化
し、女性たちを中心とした一種のファンタジー空間が作中に設定されていることを示した
上で、「犬を抱いて土の上に寝てゐるお栄と、半纏で腹を隠して浜へ安魚を買ひに行く春子
と、年は同じくらゐであらうが、生き生きした野生とうらぶれた素直と、二つとも女とい
ふものの裸の姿であるやうに思はれた。二つの生活の絵がいろいろと瀬沼の頭に浮んで来
た。／さうしてその二つのものの上に、阪見家の少女が天女のやうに高く輝いてゐた」と
いう箇所によって示される、〈陰陽モティーフ〉を介してその頂点に位置づけられる阪見少
女の眼差しは、「内閣が更迭してみると、偶然にも、この町に別荘を持つ新大臣が三人もあ
つたので、時節柄、日曜の警戒は物々しかつたが、少女達は警官の姿など頓着なく快活に
乗り回すから、彼女達が風を切つていくところは、松の葉もれの秋の光も明るく見えるや
うであつた」という記述に透かし見られる、本作執筆同年の二・二六事件を背景とした〈男
たちの権力〉と切り結ぶかのように対置的に措定されていたと考察した。さらに、先のフ
ァンタジー空間の創出こそが、現実の男たちの血腥いクーデターと軍靴の音が響き渡るそ
の後の世界を批評的に相対化し得る一つの方法であったとして、本章は川端文学における
少女イメージの再検討を行うものとなっている。そして、そのような考察を導く上で、本
作の舞台が〈結核療養所〉としての相貌をもち、川端も執筆同年に滞在した東屋旅館を含
む〈鵠沼〉に設定されていたことが創作メモによって判明したことは重要であり、川端文
学における空間構築の方法の一端を照らし出していると言えるだろう。 
 
第三章 「朝雲」❘―〈伝統〉への接近をめぐって 
 第三章では、「朝雲」（『新女苑』昭１６・２）を取り上げ、主人公宮子の、「あの方とお
なじ「娘」に、私もなりつつあるのだと思ふと楽しさが溢れて私は、あの方を貪るやうに
盗み見しながらその目でまた自分を見るのだつた」、「あの方はやはり近づいてはならぬ恩
師に過ぎない。私がもつと美しくもつとよい人にならなければ、あの方のお言葉はいただ
けない」、「あの方はやはり美しかつた。あの方より美しくなりたいなんてかりそめにも思
つたのはなんといふ身のほど知らずだつたらうと、私の心はあの方の前にひれ伏し、あの
方のお姿を見るだけでなにか生きかへれるやうだつた」という箇所に顕著にうかがえる、
自身の憧憬の対象である菊井先生との一体化を図ろうとする語りに〈陰陽モティーフ〉が
下流から上流へと垂直的な方向に機能していく様態を確認した上で、そうしたありようが
〈伝統〉へと接続する回路と親和性をもつものであることを示した。その上で、〈伝統〉的
視座に軸足を置き、〈少女〉の語りがそれを肯定的に捉えながら〈成長〉してゆく、という
本作の構図が、戦時下という時代において一種の国威発揚としての政治性を無意識のうち
に纏うことを明らかにした。だがそれとは別様に、作中において〈男の先生〉、〈島崎藤村〉、
〈父〉といった男たちはゆるやかに後景に退き、代わりに少女たちの躍動する肉体と声、〈創
出〉の意思が作品全体にわたって前景に打ち出され、そうした事象を語っている女性とし
ての語り手＝〈私〉が、自らの言葉で自己を紡いでゆくさまに、硬直化しつつある時代の
中にあって、絶対的なものからの離背を常に志向する、川端文学のオルタナティブな創作
手法の一側面が仄見えることを明らかにした。 
  
第Ⅲ部「戦後の作品の研究」は、戦後の作品について、長短篇を織り交ぜて考察した構
成となっている。川端文学が名実ともに隆盛を極めていく中で、〈記憶／忘却〉〈性愛〉〈老
い〉〈言葉〉などといった主題もその深まりを増していくことになる。その中で、〈陰陽モ
ティーフ〉がどのような形で作品に象嵌され、またそれらの主題とかかわり、作品世界の
奥行きを形成するための下地となりうるのか。その軌跡を多角的に辿ったのが第Ⅲ部であ
る。以下に各章を要約する。 
 
第一章 「女の手」―明滅する記憶 
 第一章では「女の手」（『人間』昭２１・１）の検討を行った。未だ戦争の余韻が冷めや
らぬ敗戦直後の混乱期を背景に、主人公北川と、彼と生前浅からぬかかわりのあった、先
生と呼ばれる一人の死者の記憶（あるいは忘却）をめぐっての静謐な思索が展開される本
作において、「未亡人の家の前で南天の実が目についた。高い板塀の上に一群の梢が揃つて
出てゐた。未亡人の家の玄関脇にあるのだが、北川は塀の外に立ち止まつて眺めた。／小
さい赤い実がおどろくほど多くて、その全体が、そこになにかをぱつと開いてみせたやう
な感じで彼をひきつけた。／門を入つて玄関に近づいて見るとなんでもなかつた。」、「いや、
急に老衰がはじまつて、自分でもをかしいんですが、目に来ましたから確かでせう。自分
で食べてゐる茶碗の飯粒の形がぼうつとぼやける……、つまり手はこれまで通りに茶碗を
持つてるが、目の方がその距離ではだめになつてるんです。茶碗をずつと下げると飯粒が
見える。ところが茶碗の持ち方は多年の習慣で、急に進んだ老眼に手が従ひませんからね。」
という主人公北川の視覚に表象される、遠いものは鮮明に見え、近いものは朧化するとい
う空間の現象と、〈過去〉と〈現在〉という時間の現象とが明確な対応関係をなして作中に
布置されていることをまずは示した上で、北川の視覚性を軸に作品の分析を行った。その
上で、作中に描かれる北川の〈記憶〉の相を、先生との〈個別的な記憶〉、北川の歴史記述
にかんする〈集合的な記憶〉、女性たちの手を介した〈触覚の記憶〉と大別することで、〈記
憶〉の多層性が輻輳される本作の特徴を明らかにし、〈個別的な記憶〉に欠損が生じた北川
が、逡巡を覚えつつも〈伝統〉（＝集合的な記憶）へ再帰しようとする志向が、「さうして
未亡人を見た時、北川はあつと胸を打たれた。未亡人が先生に似てゐた。先生の感じが打
ち寄せて来た。それは強い楽音か烈しい香気に打たれたやうな感じで、重量さへ持つてゐ
るやうだつた」、「その先生の復活は勿論未亡人のあづかり知らぬことで、先生と未亡人の
二重写しに惑つてゐるのも北川ひとりだつた」として〈陰陽モティーフ〉を介して表象さ
れた後、「気がついて見ると夫人は少しも先生に似ていなかつた」、「また北川は自分の心の
落差をも怪しんでゐた。はじめ未亡人の姿に先生の姿を見たが、束の間で跡形もない」と
いう視覚の混乱により脱臼／解体されてしまうありように注目することで、戦後まもなく
の時代における川端の〈伝統〉への距離性が垣間見える作品であることを示した。そして、
〈個別的な記憶〉と〈集合的な記憶〉という二種類の記憶を止揚する形で、フィジカルな
実感に基づく〈触覚の記憶〉が作品末尾で示されていることは、後の「眠れる美女」等の
作品へと連接することを指摘した。 
 
第二章 「足袋」―「合掌」との比較を通じて 
 第二章では、〈掌の小説〉を俎上に載せた。戦後の作品である「足袋」（『暮しの手帖』昭
２３・９）を、大正期の「合掌」（『婦人グラフ』大１５・８）と比較検討することにより、
その創作手法の連続性および重層性を獲得してゆく過程を位置づけたものである。掌篇「合
掌」において、〈合掌〉という行為が、片方ずつ二つの手を合わせることで一つの〈合掌〉
を表出するという、〈陰陽モティーフ〉を体現する仕草であることを示し、作中における〈合
掌〉が、主人公〈彼〉の内的空間の〈祈り〉と、他者関係を構築するための〈欲望〉を二
元的に顕現させる装置として機能していることを指摘し、「足袋」においては作中の〈足袋〉
が、衣料品としての〈足袋〉と、死者に対する副葬品としての〈白足袋〉の二重性を胚胎
していることを示した上で、そうした二元的な構図が、両作における生者と死者の位相を
反転させる運動性をもつことを明らかにした。その上で「足袋」において〈私〉という女
性に内的焦点化する語りを採用し、その個別的な死の記憶を語らせることにより、逆説的
に生を照射するオルタナティブな在り方には、「合掌」との方法的な連続性がうかがえると
ともに、その語りには、昭和十年代から培われた川端の女性の文章選の仕事を背景とした
熟練が見られることを指摘した。 
 
第三章 「白雪」―老いのエスキース 
 第三章では、短篇「白雪」（『別冊文芸春秋』、昭２７・２）を論じた。作中において、「若
い男が四五人、電車に乗りこんで来た。みな帽子をかぶつてゐない顔が、雪で白かつた。
白毛のやうに見えた。／雪だとわかつてゐながら、弘子は若い男の頭に白毛を見たやうで、
胸がどきつとした。男としては長くのびた毛筋に、雪がついてゐる。その冷たい白の毛が、
弘子の目にはあざやかだつた。白い毛の根の方は黒々としてゐた」という冒頭部において、
若い男たちの髪が、雪が溶けるまでの刹那の瞬間、白と黒の色彩の中で混じり合う光景が、
〈陰陽モティーフ〉として、その髪の白さという点から〈老い〉の主題を浮かび上がらせ
ていることを指摘した上で、そうした題材が採られた背景に、作中に何気なく挿入される
良寛の挿話があることに目を向け、和歌「白雪を よそにのみ見て 過ぐせしが まさに
わが身に 積もりぬるかも」、「白雪は 降ればかつ消ぬ しかはあれど かしらに降れば 
消えずぞありける」の存在を示し、また登場人物である小泉の造形にも良寛の存在が重ね
られていると考えられることから、その受容のありようを考察した。さらに、小泉が纏う
虚無と枯淡の心境、一回性であるが故の煌きを湛えた弘子の性愛、そして美の作り手とし
て顕現する弘子の義母の様相など、後期川端文学における〈老い〉の主題のヴァリアント
を登場人物それぞれに焦点化して分析を行ったものとなっている。 
 
第四章 「美しさと哀しみと」―静止する時空 
 第四章では長篇「美しさと哀しみと」（『婦人公論』、昭３６・１～３８・１０）を考察の
対象とした。本作における〈陰陽モティーフ〉が、「絵は二枚で、簡単な額装がしてあつた。
その一つは「梅」の図であつた。梅といつても、ただ一輪の花が赤子の顔ほどにも大きく
描いてあつて、枝も幹もない。しかも、一輪の花に紅い花びらと白い花びらとがついてゐ
る。そして一つの紅い花びらのうちに濃い紅と淡い紅とがふしぎに描きわけてある」、「も
ちろん、音子も一人の舞妓が二人になつて拳をしてゐるやうに描いた。一人の舞妓が二人
の舞妓、二人の舞妓が一人の舞妓、あるひは一人でも二人でもない、なにかふしぎな感じ
が、この絵のねらひであつた」とあるように、二人の女性の絵によって描かれた被写体／
〈モデル〉として顕現していることに着目し、小説家である、主人公大木によって書かれ
た作中作「十六七の少女」との関連を軸に論じたものとなっている。まず、「十六七の少女」
において、モデルと現実という虚実のあわいの中で主体が明滅し、揺らめくありようを視
座に、「書かれたことによつて、それは不滅の言葉になつたやうに思へた」と記述される、
小説に書かれた言葉それ自体がもつ自律性と、その拘束力の機能を分析した。その上で、
〈川〉と〈みづうみ〉の表象、作中の時間、そして物語の中で重要な役割を担う、既にこ
の世を去った死者たちにそれぞれ目を向けることで、登場人物けい子の〈再生〉の意味を
考察した。さらに本作が〈中間小説〉とされたことに起因するドラマ性を、あえて大木の
小説の次回作における題材として位置づけることで、本作がもつメタフィクショナルな構
造を明らかにした。 
 
第五章 「たんぽぽ」―その〈二重性〉をめぐって 
 第五章では川端最後の未完の長篇「たんぽぽ」（『新潮』昭３９・６～４３・１０）を、
その二重性の分析を軸に考察した。本作において、「たんぽぽの花は、たしか、夕方につぼ
んで、朝にまた開くやうに、わたしはおぼえてゐるんですけど、さうぢやなかつたでせう
か」という言葉の背後から浮かび上がる、〈たんぽぽ〉の花に仮託された〈生命〉の誕生（開
く）と消滅（つぼむ）という二重性を淵源とした、プリミティヴかつ壮大な主題が織り込
まれていることを指摘した上で、作中における〈人体欠視症〉と性愛の連なりを、〈言葉〉
との関係を軸にその諸相に注目することで、〈言葉〉という牢獄に囚われ、それでもなお原
初的な性愛の行為によってのみ、その彼方を夢想する、という在り方が縁どられている作
品世界の一面を示した。その上で、出産に纏わるアンビバレントな稲子の心象、稲子の父
木崎の性愛の淵に潜む、戦争の痕跡を炙り出す方法、作中の空間において仕掛けられた二
元的要素などを浮き彫りにするとともに、本作が絶えざる相対化を読み手に促しつつ、新
たな認識の地平へと誘う作品であることを明らかにした。 
 
３、課題 
 以上のように、本研究は川端文学における〈陰陽モティーフ〉というフレームを各作品
の中で分析し、さらに解釈に際してその機能がもつところの意味を精細に捉えることで、
時代や位相の異なる（「合掌」も含めれば）十二の作品をゆるやかに接続させ、その文学世
界の新たな相貌を多面的に切り拓くことを試みたものとなっている。また、本研究は、そ
うしたモティーフが個々の作品の中でいかなる形で表象され、またそうしたフレームを積
極的に用いることで、どのような作品世界が立ち現われるのか、ということに常に主眼を
置き、その内実を明らかにするものであった。そのような視座で全体を俯瞰すれば、そこ
には単純な〈二重性〉という言葉には留まらない多様なヴァリエーションが包含されてお
り、また作品の成立を支えるための重要なファクターとしてそれぞれ機能していることが
確認された。 
 〈一人で二人〉、〈二人で一人〉というフレーズに象徴される川端独自のモティーフは、
統合と分裂を繰り返すことで、独自の夢幻的世界を形成するとともに、時代の徒花として
終わるのではなく、むしろその特異性ゆえに古典の文脈を自在に手繰りよせ、日本文学の
〈伝統〉に連なる方途を見出してゆくとも言える。だがそれはあくまでも一面的な把捉で
あり、他方で〈伝統〉を無邪気に言祝ぐことに終始せず、〈新感覚派の旗手〉として文壇に
登場してからその死に至るまで、川端が文学の〈奇術師〉として不断に小説の実験を繰り
返していたことも忘れてはならないだろう。そうしたプロセスの中で〈陰陽モティーフ〉
が作品成立の一つの契機を担う重要な役割を果たしていたことが、こうした系譜を辿るこ
とで、より明確に示されたと思われる。 
 もちろん、〈二重性〉ということのみを以って考えれば、どのような形であれ、およそ〈文
学〉と名の付く小説であれば、そうした要素を大なり小なり抱えていることは自明であり、
それは川端文学のみに限った話ではないだろう。だが、あまりにも有名な「雪国」冒頭の
〈鏡〉や「反橋」連作の〈双子の娼婦〉に象徴される、人々の心を捉えて離さない独自の
美を携えた〈二重性〉は、やはり川端随一のものであるとともに、それはこれまで確認し
てきたような独自のメカニズムを備えており、そうしたモティーフの機能をリニアな視座
で分析することは、川端文学を横断的に捉える一つの方法として有効性をもつように思わ
れる。一方で、いわゆる〈代表作〉と呼ばれる作品群と、それ以外の作品とで論考の偏り
が多く見られる点を踏まえ、そうした懸隔を埋める必要は、川端文学の多様な様相を知る
上でも、同時にあるように思われた。論考がない、もしくは言及されることが少ないこと
で、その作品に対する議論や更なる解釈が停滞し、その結果としてさらに論究されなくな
る、という悪循環に陥らないために、そうした作品を代表作と並行して論じることは、本
論文であえて選び取った方法であるとともに、そうした作品が川端文学の創作手法を如実
に浮かび上がらせることは、これまで確認してきた通りである。 
だが同時に、本研究において取り落とした作品も少なくはなく、また決して川端文学の創
作手法のすべてが〈陰陽モティーフ〉のみで捉えきれるものではないことは当然である。
今後の課題として、そうした手法のみに拘泥するのではなく、作品を考察するに際して、
より広い見地からの、同時代言説や他作家とのかかわりなどを含めた多角的な検証が求め
られる。こうした点に留意し、今後も川端康成文学の更なる研究を進めていきたいと考え
ている。 
